  月刊経済誌「くまもと経済７月号」
「表紙の人」インタビュー取材について

令和８年７月１７日
熊本赤十字病院  
院長　奥本 克己 様
　
謹啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。日頃より弊社事業には格別なご配慮を賜り誠に有難うございます。
さて、この度は月刊経済誌「くまもと経済９月号」の「表紙の人」インタビューをお引き受けいただき有難うございます。つきましては、下記の通り取材要項および質問項目を提出致しますので、業務多忙の折恐縮ですが、宜しくご査収のほどお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
記
★掲載概要
●掲載媒体　　　　月刊経済誌『くまもと経済９月号』（通巻543号）
　　●発行日　　　　　令和８年８月３１日（月）予定
●掲載ページ　　　インタビュー形式で１０ページ程度
●取材日　　　　　令和８年７月２９日（木）１０：００～
　●インタビュアー　本誌社長・櫻木 俊孝　同行者／編集部・甲木 昌宏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 編集部・重谷 和奏
　　　　　　　　　　カメラマン／池田 輝明（スタジオアルファ）

★奥本院長様にご用意いただきたい写真
「表紙の人」インタビューでは、毎回ご登場いただく方のプロフィールをお聞きしています。
今回、奥本院長のプロフィール紹介部分で、下記のような幼少期～学生時代、ご家族、趣味、仕事現場、学会などの写真を５～６枚掲載させていただきたいと考えています。つきましては写真をご用意いただきますようご協力ください。（写真はデータ、プリントのどちらでも結構です）
　
※幼少期、ご両親との写真
※小学校、中学校、高校時代の部活動や同級生との交流写真　
　※結婚式や奥様、ご家族との写真
　※趣味の写真
　※勤務医時代の写真
※現在の病院内での診療、手術、カンファレンス、職員との交流風景など
　　※令和５年度（2023年度）救急医功労者熊本県知事表彰式の写真
＜誌面構成で掲載を希望する写真＞
※病院の外観（全景）、院内総合受付周辺、カフェテリアなど
※手術風景、医療機器、リハビリ、透析施設など
※チーム医療、会議・カンファレンス風景
※救急医療、ドクターヘリ、ドクターカー
※幹部職員一覧　肩書、顔写真
＜質問項目＞
１．26年４月の院長就任から約５カ月。この間を振り返っての感想

２．院長就任の抱負
　　※「やりたい医療」ではなく「求められる医療」の実践
※患者、地域、職員の「３つの満足の実現」
　　※職員の満足度を高める職場環境の整備

３．熊本赤十字病院の基本理念、役割
　　※博愛社、のちの日本赤十字社の創立から２０２７年で１５０周年　　　　　
　　※基本理念「人道・博愛・奉仕の実践」の継承
　
４．熊本赤十字病院の概要
　　※標ぼうする診療科
※入院病床数と病床の分類
※年間延べ外来患者数、１日の平均外来患者数、外来患者の診療圏（地域別の来院割合）
※年間の入院患者数、病床の平均利用率、入院患者の診療圏
※年間の手術件数
※職員数（正職員）・・医師、診療放射線技師、臨床検査技師、薬剤師、理学療法士、作業療法士、
言語聴覚士、歯科衛生士、管理栄養士、視能訓練士、臨床工学士、公認心理士、
はり士、救急救命士、看護師、助産婦、保育士、事務部、治療コーディネーター、
技術職員、看護助手、調理師、
※直近の医業収入

５．熊本赤十字病院の医療機能
　　＜救急医療について＞
　　※総合救命救急センター、こども医療センターの基本方針と機能
　　※ドクターヘリ基地を併設した施設の特徴
　　※併設する受傷外傷センター、熱傷センターとの連携
　　
　　※総合救命救急センターに搬送された患者の主な疾患
※直近の来院経路別（救急車、直接来院、ドクターヘリ・ドクターカー）救急患者数、応需率
※直近の救急車搬入台数
　　※直近のドクターヘリの稼働実績
　　※直近のこども医療センターのＰＩＣＵ（小児集中治療室）の入室患者数と疾患内訳

＜高度医療について＞
　　１．「地域がん診療連携拠点病院」としての機能
　　　※がん治療に関する診療体制（高度医療機器導入、画像診断・治療、手術体制など）と併設する機能
※直近の年間がん入院患者数と部位別のがん患者入院件数
　　　※直近の部位別手術件数（上位のみ）
　　２．脳卒中、脳血管疾患に対する診療体制
　　　※急性期脳卒中（脳梗塞、脳出血、クモ膜下出血）入院患者数
　　　※急性期脳梗塞に対する「rt-ＰＡ治療」の実績　　
　　　※脳血管内治療（脳梗塞、脳動脈瘤など）の実績

３．虚血性心疾患、心不全、不整脈、大動脈疾患など幅広い循環器疾患に対する診療体制
　　※大動脈弁狭窄症に対する経カテーテル的大動脈弁留置術（ＴＡＶＩ）などの最先端治療
　　
　　４．腎移植
　　　※腎移植の実績
　　
５．手術体制
　　　※総合鏡視下手術センターの腹腔鏡や胸腔鏡による手術実績
　　　※ロボット支援手術（ダヴィンチ手術）の導入、適応疾患、治療実績

　　＜医療人を育成する人材育成につい＞
　　　※臨床研修指定病院として信頼される医療人育成の考え方と取り組み
　　　
　　＜地域連携について＞
　　　※地域医療支援病院としての取り組み
　　　※地域医療機関との連携
※健康教室、市民公開講座などを通した地域医療への貢献活動

＜医療救援について＞
　　　※熊本県の基幹災害拠点病院として被災地での医療支援の取り組み
　　　※医療人派遣の実績
　　　※医療救援の国際活動実績

６．外国人患者受入れ医療機関認証制度の県内初認定について 
　　　※認証を目指した背景、外国人患者数（受診者）の変化
　　　※院内の受け入れ整備（ハード面、ソフト面）

７．奥本院長のプロフィール
※出身地、生年月日
※小学校、中学校、高校時代の部活動、力を入れてきた活動
　※医師を目指した時期と理由
※専門分野（領域）と所属する学会活動
※勤務医時代の経験、思い出、恩師の教えなど
　※救命救急センター長（当時）として熊本地震時の緊急対応
　　※熊本地震を教訓とした災害時の事業継続計画および医療体制構築
　　※家族構成、趣味　　
